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※本文の版面サイズは

　170×251.75ミリ

ただし、端数で若干天地の数字に誤差

がある。1/1000ミリ単位の桁の為、

許容範囲内と定義する。

１段=76.5ミリ　段間=17ミリ

１段目のセンター=58.25

２段目のセンター=151.75

〇�大岡越前守の名言に見る

　その一つは、大岡越前家の縁戚に当た

る大岡出雲守（御側人、岩槻２万石城主）

の心得指導に対し、遠慮がちに「すべて

人に相対するときは、身分の上下に関わ

らず、ひとつ心がけるべきでありましょ

う。しかし、最も肝心なのはその際、真

心を持って接することであると存じま

す」と答えています。

　彼の実直さが表れています。今一つ越

前守の言葉を紹介するなら、「松が枝の

　直ぐなる心　保ちたし　柳の糸の　な

べて世の中」と述べています。

　世の中は、柳のように揺れ動いている

が、私は松の枝のように、どっしりとし

ていたい。現在、新型コロナウィルスで

混沌としている世の中、こんな時こそ、

しっかりと足元を見つめ、先行きを見据

“この人に学ぶ”
第２回　大岡越前守

全管連　技術参与　小泉智和

　江戸南町奉行大岡越前守忠
ただ

相
すけ

ほど、テレビドラマのイメージが強すぎて、実像とかけ離

れている人物はいないように思います。

　彼は、江戸南町奉行であると同時に、関八州徳川240万石＊を取りまとめる関
かん

東
とう

地
じ

方
がた

奉行

で、今日でいうなら関東七都県を所管する関東地方知事の様な役職にありました。

　＊天領（徳川支配地）は、享保16年で450万石でした。

　彼は、時の将軍徳川吉宗や老中水野忠之などに遠慮せず物言いをし、徳川幕府の財政基

盤をしっかりと支えるとともに江戸市民の生活を守ることに心を砕いていました。

　そんな彼の名言は、生真面目なこともあり、多くは残っていませんが、次の言葉をご紹介

しておきましょう。

大岡忠相像（国立国会図書館蔵）
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えるべきで、大岡越前が申すようにどっ

しりと構えるべきと思います。

　ところで名言もさることながら、彼の

人生には「運・鈍・根」がついて回って

いたように筆者は思います。

　事業に成功する人の３要素で、運に恵

まれて根気よく耐えて努力する人に見ら

れると言われます。「運」については、

出会いや人の縁を生かせるかどうか、

「鈍」は自分には厳しく、人には寛大に

すること、「根」は物事に耐える気力、

根気、根性です。大岡越前守は、正にこ

れが備わっていたからこそ、長い江戸時

代において唯一旗本から大名にまで登り

詰めることができたのでしょう

〇大岡越前守の生涯

　大岡越前守の生涯は、「大岡日記」な

どがあり、かなりしっかりとした記録が

残っていますので、それを紹介しましょ

う。

　延宝５年（1677）、2700石の旗本大

岡忠高の四男として江戸で生まれまし

た。

　貞享３年、９歳で同族の1420石（後

1920石）大岡忠真の婿養子となります

が、２度にわたる縁戚の不祥事もあり、

結婚は20歳の時でした。

　26歳での書院番を皮切りに徒
かちがしら

頭、使

番、目付を経て、36歳の時に山田奉行（能

登守）となります。この時、天領山田（現・

伊勢市）と紀州藩の飛び地松坂（現・松

坂市）との境界を巡る争いに公正な裁き

を行い、当時の紀州藩主徳川吉宗の目に

留まり、江戸町奉行出世の糸口ができた

とされています。

　41歳で南町奉行3000石（足
たし

高
だか

1080

石）に抜擢され越前守を名乗ります（町

奉行は60歳前後の老練が就く職でし

た）。46歳で関東地方奉行兼務となり、

60歳で寺社奉行5920石、更には72歳で

１万石の大名（三河国西大平藩）となり

ましたが、同年死去。

　墓所は、実家の知行地・茅ケ崎市の浄

見寺と上野谷中の瑞輪寺、２か所にあり

ます。

＊足高制：徳川吉宗の「享保の改革」で

定められた江戸幕府の給与制度で、役

職ごとに就任する者の家禄が役職より

低いときは、不足分を役職中だけ支給

するというもの。今日でいう能力給的

なものでした。

〇町奉行と関東地方奉行

　江戸には、南町奉行所と北町奉行所と

がありました。一時期中町奉行所もあり

ましたが南町奉行は大岡越前、北町は遠

山の金さんこと遠山金四郎が有名です。

テレビドラマでは、お白州でもろ肌脱い

で啖呵を切りますが、実際にはあり得な

い話です。裁きの多くは奉行の秘書官と

もいうべき与力が行い、重大事件は奉行

も出席する評定所が行っていました。

　大岡越前の名裁きの多くは、後世の作

り話、歌舞伎・講釈師の世界の話です。

　大岡裁きで記録に残っているのは、
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「白子家お熊事件」ぐらいです。

　町奉行所は、武家地や寺社奉行支配地

を除く江戸府内の行政、司法、警察の全

てに及んでいました。民事に係る事案が

多く、享保３年の記録によれば、町奉行

所に出された訴訟約35,700件のうち金

銭出入筋が約33,000件に上っていま

す。

　そこで、「借金銀相
あいたいすましれい

対済令」を発し、

公儀は関与しないので、当事者同士の話

し合いで済ませのお触れを出していま

す。今日の警察の民事不介入の走りと言

えるかもしれませんね…。

　大岡越前守は、享保２年、町奉行拝命

後、享保７年に関東地方奉行を拝命して

います。

　江戸近郊の地方御用で、武蔵野新田・

上総国新田の開発、小田原酒尼川流域普

請などに携わっています。彼の手腕は、

その道はその道の人に託す、「地方巧

者」と呼ばれる農政・治水に通じた人た

ちを大いに登用したことで発揮されまし

た。

　越前守の部下で地方巧者の川崎平右衛

門が行った玉川上水の改修工事では、工

区割りを行い、競争力を高めたりしてい

ます。しかしして、結果として浮いた御

用金は報奨金とし、返さなくても良いと

しています。

　町奉行退任後も関東地方奉行は続けて

おり、もし、彼が名刺を作るとすれば、

肩書としては上段に関東地方奉行、下に

南町奉行と記したかも知れません。

　彼の業績には、火災対策（町火消しの

編成）、困窮者の救済（小石川療養所開

設）、交通の整備、物価・通貨の安定、

賭博の一掃、目安箱の設置、ごみ収集の

組織化などがあげられます。

　これらの業績において、彼が将軍から

も江戸市民からも信頼を得たのは、江戸

幕府のため、江戸市民のためという信念

が終始あったからだと思慮します。

〇大岡越前守ゆかりの地巡り

　江戸町奉行所は、南北に立地し、月番

交代で業務に当たっていました。

　南町奉行所跡は有楽町駅前にあり、地

下倉庫（穴蔵）が保存展示されています。

北町奉行所は、東京駅日本橋口にあり、

屋敷内上水路跡が展示されています。

　地下鉄に乗って赤坂見附駅で下車、駅

近くに豊川稲荷東京別院があります。大

岡家の旧地で、屋敷内には信心していた

豊川稲荷（本山：曹洞宗「妙巌寺」、愛

知県豊川市）の豊川茶
だ

枳
き

尼
に

真
しん

天
てん

が祀られ

ていました。現在、その地には本殿のほ

か開基大岡越前守御廟などがあります。

南町奉行所の遺構（「有楽町TODAY」より）
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　管工事組合の皆さん、その家族の方が

東京に来られたら、小泉がご案内します。

　申し込み：�全管連事務局　所要１～２

時間（１ヶ所）　無料

＊参考資料　「大岡越前守忠相」

　　堀和久著　講談社文庫

「大岡越前の構造改革」

安藤優一郎著　NHK出版

　次回は、二宮尊徳をご紹介します。

豊川稲荷東京別院（東京別院ホームページより）

〕〔
〕〔

丸の内線

外
堀
通
り

　銀座跡
（松屋デパート）

大久保利通殉難碑
赤坂御用地

東海道（銀座通り）

赤坂見附駅

南町奉行所跡

国会議事堂前駅

ホテルニューオオタニ

青山通り

豊川稲荷

山王日枝神社

外堀通り

有楽町駅

東京駅

西銀座駅

北町奉行所跡

晴
海
通
り

永
代
通
り

　金座跡
（日本銀行）

日本橋

丸の内
線


